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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
急

速
に
拡
散
し
、国
際
的
な
脅

威
と
な
っ
て
い
ま
す
。県
内
で

も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、未

だ
に
終
息
に
向
け
た
見
通
し

が
立
た
ず
、県
民
の
不
安
も

益
々
高
ま
って
い
る
こ
と
か
ら
、

県
民
文
化
健
康
福
祉
委
員
会

か
ら
は
拡
大
防
止
対
策
の一層

の
強
化
、産
業
観
光
企
業
委

員
会
か
ら
は
影
響
を
克
服
す

る
た
め
の
経
済
対
策
、環
境
文

教
委
員
会
か
ら
は
学
校
の
臨

時
休
業
の
円
滑
な
実
施
に
つい

て
、各
種
特
段
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
意

見
書
が
提
案
さ
れ
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

会
派
か
ら
は「
小
児
・Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
の
が
ん
患
者
の
妊
よ
う

性
温
存
へ
の
支
援
を
求
め
る

意
見
書
」を
提
案
し
、全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

小
島
代
表
が
代
表
質
問

小
島
代
表
が
代
表
質
問

【
質
問
】台
風
第
19
号
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
へ
向
け
た

県
と
し
て
の
取
組
の
進
捗
状

況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

【
知
事
】国
の
支
援
措
置
を
最

大
限
活
用
し
、
最
善
最
速
で

取
り
組
ん
で
き
た
。
被
災
さ

れ
た
方
々
が
、
一
日
も
早
く

日
常
の
生
活
を
取
り
戻
す
よ

う
、
暮
ら
し
と
生
業
の
再
建

に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

【
質
問
】消
費
税
率
引
き
上
げ

や
米
中
摩
擦
の
激
化
等
に
よ

る
県
民
生
活
、
県
内
経
済
へ

の
影
響
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

【
知
事
】製
造
業
で
は
受
注
が

減
少
し
て
お
り
、
非
製
造
業

で
も
、
民
間
の
建

築
需
要
の
落
ち
込

み
や
台
風
第
19
号

災
害
の
影
響
な
ど

か
ら
業
況
の
悪
化

が
み
ら
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
る
経

済
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
て
お
り
、

県
内
経
済
の
先
行

き
は
予
断
を
許
さ

な
い
。

【
質
問
】「
気
候
非
常
事
態
宣

言
」
の
趣
旨
は
、
新
年
度
予

算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

【
知
事
】現
在
、
気
候
危
機
突

破
方
針
（
仮
称
）
を
策
定
中

の
た
め
、
そ
の
方
針
を
踏
ま

え
て
、
様
々
な
施
策
の
具
体

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

【
質
問
】伊
那
谷
自
治
体
会
議

の
座
長
と
し
て
、
リ
ニ
ア
バ

レ
ー
構
想
の
進
捗
状
況
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。

【
知
事
】着
実
に
進
展
が
見
ら

れ
る
も
の
は
、
「
航
空
宇
宙

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
」
形
成
に

向
け
て
の
体
制
整
備
、
中
央

ア
ル
プ
ス
の
国
定
公
園
化
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
事
業
化
等

で
あ
る
。
他
方
で
、
広
域
観

光
の
推
進
や
広
域
二
次
交
通

網
の
整
備
、
地
域
を
担
う
人

材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
検
討
・
具
体
化
の
加
速

化
を
図
っ
て
い
く
。

【
質
問
】公
文
書
管
理
条
例
を

実
効
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
、
県
職
員
の
意
識
改
革
の

具
体
的
な
取
組
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
適
正
な
公
文
書

管
理
に
向
け
て
、
専
門
職
で

あ
る
「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

【
総
務
部
長
】条
例
案
第
32
条

の
規
定
に
沿
っ
て
職
員
が
責

任
を
自
覚
し
、
適
正
な
公
文

書
管
理
を
行
え
る
よ
う
、
来

年
度
か
ら
職
員
の
意
識
改
革

に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
現
在
国
に
お
い
て
認
証

制
度
の
創
設
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
専
門

性
を
身
に
付
け
た
職
員
の
確

保
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

２
月
13
日
に
開
会
し
た
２

月
定
例
県
議
会
は
、３
月
11

日
ま
で
の
本
会
議
で
、総
額

約
９
、４
７
７
億
円（
う
ち
、

台
風
第
19
号
災
害
対
応
分
約

４
９
２
億
円
）の
令
和
２
年

度
一
般
会
計
予
算
案
、長
野

県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す

る
条
例
案
、全
て
の
県
立
高

校
・
特
別
支
援
学
校
の
校
内

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
な
ど
の
補

正
予
算
議
案
を
含
め
知
事
提

出
の
72
議
案
を
審
議
し
、い

ず
れ
も
可
決
・
同
意
し
ま
し

た
。代
表
質
問
は
、小
島
代
表

が
新
年
度
当
初
予
算
案
や
災

害
復
旧
、県
内
経
済
な
ど
を

中
心
に
質
し
ま
し
た
。一
般

質
問
は
、会
派
か
ら
９
名
が

登
壇
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
、高
校
入
試
改

革
の
取
組
等
に
つ
い
て
、県

側
の
姿
勢
や
考
え
方
に
つ
い

て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。会

期
末
に
行
わ
れ
た
役
員
改
選

に
よ
り
、常
任
委
員
会
構
成

が
別
表
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

〜
命
を
守
り
、将
来
世
代
を

応
援
す
る
県
づ
く
り
に
向

け
て
〜

　

台
風
第
19
号
災
害
か
ら
の

た
命
に
直
結

す
る
喫
緊
の

課
題
へ
の
対

応
。

『
将
来
世
代
を

応
援
す
る
県

づ
く
り
』

　

学
び
の
改

革
や
教
育
環

境
の
整
備
、お

互
い
を
理
解

し
尊
重
し
合

う
共
生
社
会

の
構
築
、学
習

機
会
の
確
保
・

相
談
支
援
体

制
の
強
化
・
就
業
支
援
と
い

っ
た
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も

や
若
者
へ
の
支
援
。

『
時
代
の
変
化
に
即
応
し
た

産
業
・
地
域
づ
く
り
』

　

先
端
技
術
の
活
用
な
ど
に

よ
る
産
業
の
生
産
性
向
上
、

持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
づ
く
り
、東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と

し
た
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
。

復
旧
・
復
興
と
そ
の
教
訓
を

活
か
し
た
災
害
に
強
い
県
土

づ
く
り
、気
候
非
常
事
態
宣

言
を
踏
ま
え
た
取
組
に
重
点

を
置
く
と
と
も
に
、し
あ
わ

せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
2.0
を
着

実
に
推
進
す
る
べ
く
、「
命
を

守
る
県
づ
く
り
」「
将
来
世
代

を
応
援
す
る
県
づ
く
り
」「
時

代
の
変
化
に
即
応
し
た
産

業
・
地
域
づ
く
り
」の
３
つ

の
視
点
に
よ
り
予
算
案
を
編

成
。

《
重
点
政
策
》

『
命
を
守
る
県
づ
く
り
』

　

台
風
第
19
号
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
や
教
訓
を
活
か

し
た
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
、気
候
非
常
事
態
宣
言
を

踏
ま
え
た
取
組
、地
域
医
療

の
確
保
・
交
通
安
全
対
策
・

子
ど
も
の
自
殺
対
策
と
い
っ

意
見
書
案
を
可
決

当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

災
害
復
旧
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
に
つ
い
て
議
論

災
害
復
旧
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
に
つ
い
て
議
論

新
年
度
予
算
、公
文
書
管
理
条
例
な
ど
を
可
決

新
年
度
予
算
、公
文
書
管
理
条
例
な
ど
を
可
決

２月定例
県 議 会

令和２年度 当初予算の姿
　台風第19号災害への対応のため、投資的経費が大
幅に増えているほか、高齢化の進展などにより社会保障
関係費が増加したことなどから、令和元年度当初予算
と比べ617億円の増となっています。

義務的経費 その他の経費

令和元年度
当初予算
8,860億円

令和２年度
当初予算
9,477億円

   〈＋617億円＋7.0%〉

公債費
1,236

人件費
2,503

扶助費

1,018
156

1,037
〈+19〉

2,312
〈+592〉

1,221
〈▲15〉

2,268
〈+41〉 

154〈▲2〉

2,485
〈▲18〉

投資的経費
1,720

社
会
保
障
関
係
費

4,912億円 3,947億円

4,898億円
〈▲14億円 ▲0.3%〉

4,579億円
〈＋632億円 ＋16.0%〉

補助費、
物件費等
2,227

▽
６
月
18
日　
　

開
会

▽
23
日
〜
26
日　

一
般
質
問

▽
29
日
〜
７
月
２
日　
　
　

　
　
　
　
　
　

委
員
会
審
議

▽
３
日　
　
　

閉
会

６
月
定
例
会
日
程（
予
定
）

常
任
委
員
会
等
構
成

常
任
委
員
会
等
構
成
（
◎
委
員
長 

◯
副
委
員
長
）

総務企画警察
県民文化健康福祉
産業観光企業
農政林務
危機管理建設
環境文教
議会運営
決算特別（内定）

　小島　康晴　○寺沢　功希
　髙島　陽子　○熊谷　元尋
◎埋橋　茂人　　続木　幹夫
　中川　博司　　花岡　賢一
　荒井　武志　　望月　義寿 
　小林東一郎　　池田　清
　荒井　武志　○髙島　陽子
　小林東一郎　◎続木　幹夫　　望月　義寿

改革・創造みらい
長野県議会

会派だより
長野県アルクマ長野県アルクマ

長野県PRキャラクター
「アルクマ」
長野県PRキャラクター
「アルクマ」
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